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丁
譯

日

本
の
夏

の
蒸

暑
さ

に
、
あ
ら

ゆ
る
植
物
は
勢

か
得

て
、

生
長

す

る
こ
と

驚

く
ば

か
り

の
速
迅

さ
。

昨
日

の
蕾
は
今
日

の
花

、
翌
日

は
ち
り
ち
り

に

散

失

せ
て
、
た

ゞ
過

越
方

の
美

し
さ
を
偲

ぶ
の
み
で
あ
る
。

さ

れ

ば
繪

筆

と
る

も
の

ゝ

一
向

に

多
忙
し

く
、
誠

や
自
然

と
力
競

べ
精
競

べ
。

若
竹

の
芽

は
大
き

な
天
門

冬

の
如
く
生
長

し
、
そ

の
伸

び
る

こ
と

の
速

か
さ
は
目

に
も
見
ら
る

ゝ
ば

か
り
。

筍

の

若
く
柔
軟

な

と
き
は
、
そ
れ

を

切

つ
て
食
す

る
、
ま
た
充

分

に

生
長

し
た

も

の
は
種

々
の
目
的

に
使

用
す
る
。
竹

の
用
途
は
筧

、

花
瓶

、
桶

の
箍
や

傘

、
★

、
帽

子

、
物

干
竿

、
煙
管

の
羅
宇

、
扇
、

茶
笙

.
等

、
擧

げ
來

れ
ば

、
一

頁

を
費
す

も
猶
足
ら
な

い
位
で
あ

る
。

竹

は
實

に
日

本
の

巧
妙
な

細

工
物

の
原
料

で
あ

る
。

竹
は
多
く

は
高

さ

二
三

十
尺

程
に
生
長
す
る
。

中

に
は
倭
少

な

の
も
あ
り

て
小
山
を
縁

で
覆

ふ
て

居
る

の
も

あ
り

、
ま
た

生
垣
根

に
な

る
の
も
あ

る
。

夏
期

の
日
本

の
光

景
は
緑
色

の
調

和
で
あ
る
。

暗

い
松

や
杉

は
、

か
の
絢

燭

た
る
稻

田
の
最
高

調
か
ら
す

る
と
、
色

調

の
最

低

調
で

あ
る
。
(
稻
田

は
わ
れ

の
知

る
限
り

で
は
、
最

も
壯

ん
な
緑
と
思

は
れ

る
)
そ
れ
で
濕

地

で

な

い
地
方

に
は

、
種

々
な
色

の
變

化

が
あ
る
。

鎌

倉
附
近

の
如
き

、
輕

い
砂
地

で
あ
る
か
ら
野
菜

の
種

々
な

も
の
が
あ
る
。

甘
藷
、
瓜
類

、
茄

子

類

、
豆
類

、
百
合
等
で

あ

る
、

百
合

花
は
日
本

人
自
身

が
不
思

議

に
賞

美
す

る
の
み

な
ら
ず

、

粧
飾

に
も
用

ゐ
て
居

る
。

日
本

で

は
嗜
好

に
關
す

る
判
斷

の
な

い
愚
物

に
對

し
て
は

、
趣
味

の

規

則
が
あ

る
と
し

て
あ
る
。

わ

れ
は
日
本
美
術
家

と
吉

田
で

一

日
散
策

を
試
み
た

、
此

美
術
家

は
彫
金

家
で

、
富
士

の
諸

國
か

ら
見
た
圖

を
牟
分
繪

の
半

分
地

圖
樣

の
も
の
を
造

る
人
で

あ

つ

た
○
墓
地

の
灰
色

の
石
塔

の
近

く

に
曼

珠
砂
華

が
咲

い
て
居

る

の
で

、

、
、れ
は
美
麗

で
は
な

い
か
と

い
ふ
と
、
友

人
は

い
ふ
の

に
、
あ
れ

は
莫
迦
花

で
す
、

そ
れ
で

何
故

好
か
な

い
か

と

い

へ
ば
、

た
ゞ

葉

が
な

く

て
花

が
咲

く
か
ら

だ

と

い
ふ
の
で

あ

つ
た
。

茶
屋

へ
歸
つ
て
か
ら
、
友

人

は
鐵
筆

と
紙
と
を

と

つ
て
、
秋

近

き
頃
の
美

し

い
七
艸

を
示

さ
れ
た
。

そ

れ
は
薄

、
桔
梗

、
朝
顔

、
紫

苑
、
女
郎
花

、
菊

、
萩
で

あ
る
。
こ

れ

に
は



種

々
の
流

派
が
あ

つ
て
、
數
へ
方

に
多
少

の
差

が
あ

る
。
白
百
合

は
普
通
山

地

に
發

生

了
る
野
生

の
も
の
で

、
食

物
と
す

る
百
合

は
何

ん
な
花
で

あ

る

か
終

に
發

見
し
な

か

つ
た
。

オ
ゲ

サ

ン
ン
が

い
ふ
に
は
、
赤

い
花

が
咲

く

、

け

れ

ど
も
、

庭
園

中
を
探

し
て
も
遂

に
見
當

ら
な
か

つ
た
。

鎌

倉
附

近

の

田
舍

家
の
家
根

は
厚
く

葺

い
て
あ

つ
て
、
屋

根
の
頂

に

一
八
艸

の
附

い
て

居

る
土

が
載

せ
て
あ

る
で

、
靑

い
葉

が
す

い
す
い

と
出
て

ゝ
居

る
。

七
月

頃

、
そ

の
近

く
に
よ
く
あ

る
の
は
紫

陽
花
で

、
球

の

や
う
な
花

が
澤
山

に

咲
い
て
、
若

い
時

は
蒼

い
黄

な
緑

の
花

が
、
時

を
經

る
に
從

て
、
鮮

な
藍

色
か
ら
紫
色

に
變

ず

る
。

新
渡
部

稻
造
氏
曰

く

、
美

術

の
美

の
字
、

是

は
羊

の
下

に
大

と

い
ふ
字

が

書

い
て
あ
る
、
支
那

人

の
思
想

と

い
ふ
も

の
は

恐
ら

く
大
き

な
羊
を

願

ふ

の
で
あ
ら

う
、
日

本
で
は
餘
り

見

な

い
が

、
支
那

で
は
羊

を
取

つ
て
食

ふ

の
で

あ
る
か
ら
何
で

も
大
き

い
方

が
よ

い
。
美

の
思

想
と
は

一
寸

思

は
れ

な

い
、
そ
れ

に
反
し

て
、
獨

乙

の
美

と

い
ふ
の
は
光
、
光
明

、
若

く
は
輝

く

と

い
ふ
意

か
ら
出

て
ゐ
る
、
豚

の
目
方

が
何

斤

あ
る
と

い
ふ
の
と
は

譯
が
違

ふ
。

英
で

も
佛

で
も
皆
前

の

や
う
な
意
義

か
ら
出

て
ゐ
る
。

光
明

と

い
ふ
語

か
ら

割
出
し
た

、
若

く
は
思
想

か
ら
割

出

し
た
美
術

と
、
羊

の

肉

何
貫
目

と

い
ふ
所

か
ら
割
出

し
た
の
と
は
現

は
し

方

が
少

し
違

ふ
の
で

あ
る
。
(
な
で

し

こ
)


